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1985年︓東京医科⻭科⼤学⻭学部卒
⼤学院〜助⼿の時代は顔⾯発⽣研究を専⾨

1989年︓同⼤学⻭学研究科博⼠課程修了、助⼿
1996年︓国⽴精神・神経センター神経研究所室⻑

神経発⽣分野にシフト

1998年-︓東北⼤学⼤学院医学系研究科教授
精神疾患モデル研究も開始

2004-2009年︓CREST 「脳学習」 研究代表者
2007-2012年度︓脳科学グローバルCOEリーダー
2010-2011年冬 プチサバティカル＠ハーバード⼤学
2016-2020年度︓「個性」創発脳領域代表
2018年度-︓副学⻑(広報・ダイバーシティ担当)、附属図書館⻑
2022年︓科学技術分野の⽂部科学⼤⾂表彰（理解増進部⾨）

2⾃⼰紹介

書影は「版元ドットコム」他 より



3東北⼤学附属図書館

北⻘葉⼭分館
〔理学・薬学系〕

本 館
〔教養・⼈⽂社会科学系〕

農学分館
〔農学系〕

医学分館
〔医学・⻭学系〕

⼯学分館
〔⼯学・情報科学系〕

部局図書室（各研究科・研究所の下に配置）
・⽂学研究科図書室 ・数学専攻研究資料室 ・⾦属材料研究所図書室
・教育学研究科図書室 ・物理学専攻図書室 ・流体科学研究所図書室
・法学研究科図書室 ・情報数学図書室 ・電気通信研究所図書室
・経済学研究科図書室 ・法政実務図書室 ・多元物質科学研究所図書室
・⻭学研究科図書室 ・東北アジア研究センター図書室

蔵書数

420万冊

電⼦ジャーナル
購読数

1万4千種

デジタルアーカイブ
公開数

89万コマ

2021年リニューアル 2023年11⽉リニューアル予定 2017年移転・開館



4国宝・貴重書・コレクション
狩野⽂庫
古典の百科全書と⾔われる約108,000冊のコレクション
（国宝２点を含む）。

漱⽯⽂庫
●夏⽬漱⽯の旧蔵書約3,000冊
●⽇記や⼿帳、原稿や⽂学研究
のノートなどを含む、⾝辺⾃筆
資料約800点（デジタルアーカ
イブ化）

東北⼤学附属図書館が収蔵する⽂化財

ホッブズ著 リヴァイアサン（初版） ダーウィン著
種の起源（初版）

貴重図書（⼀例）

史紀 孝⽂本紀

国宝（2点）

類聚国史

東北⼤学初代総⻑ 澤柳
政太郎（左）の時代に
狩野亨吉（右）の蔵書を
購⼊
（左︓東北⼤学写真データ
ベースより
右︓平成15年度東北⼤学附
属図書館企画展HPより拝借
https://www.library.tohoku.
ac.jp/collection/exhibit/sp/2
003/kikakuten_2003_gaiyo.
html



5東北⼤学115周年・図書館111周年記念（2022）

・「漱⽯⽂庫」をモチーフにした菓⼦販売
・地元の⽼舗和菓⼦店とのコラボ
・⼤学のロゴマーク使⽤料が⼤学の収⼊に
・売り上げに応じ図書館にも寄附

・コレクションの存在を周知
・学習/研究への活⽤促進
・⽀援の必要性の周知
・寄付に繋がる地盤作り



本⽇の内容

1. 論⽂のオープンアクセス化の現状と今後

2. オープンサイエンスの推進とグリーンOA

3. コロナ禍からの回復と学習⽀援

4. これからの⼤学図書館に期待したいこと



本⽇の内容

1. 論⽂のオープンアクセス化の現状と今後

2. オープンサイエンスの推進とグリーンOA

3. コロナ禍からの回復と学習⽀援

4. これからの⼤学図書館に期待したいこと



8図書館＝知のインフラ（媒体は時代によって異なる）

アレクサンドリア図書館

楔形⽂字が刻まれた粘⼟板
（⼤英博物館所蔵）

https://www.britishmuseum.org/collection/object/W_1989-0130-4

https://commons.wikimedia.org/wiki/File:Ancientlibraryalex.jpg



9「知のインフラ」としての⼤学図書館

東北⼤学 ⻘葉⼭コモンズ内 附属図書館農学分館



10「知のインフラ」としての⼤学図書館

東北⼤学 北⻘葉⼭分館リニューアルまもなくオープン︕



11ディジタル＋インターネット＞＞＞オープンアクセス時代

出典︓内閣府報告書「我が国におけるオープンサイエンス推進のあり⽅について」（2015.3.30）
https://www8.cao.go.jp/cstp/sonota/openscience/

https://www8.cao.go.jp/cstp/sonota/openscience/


12電⼦ジャーナルがもたらした世界

•どこからでもアクセス
• リアルな図書館まで出向くことの苦痛……
• 「アクセスできなければ買えばいいじゃない」という囁き……

•何でもリアルタイムにランキング︕



13電⼦ジャーナル等購読料の値上がり＠東北⼤
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部局負担＋図書館
全学的基盤経費
タイトル数

l 10年間で 2.6億円の増加（ジャーナル原価の上昇、為替レートの影響）
l 全学的基盤経費（中央予算）の増額は限界に → ⽀出を抑えない限り、部局負担が増える⼀⽅



14加えて論⽂出版の⽀出上昇＠東北⼤

※APC（Article Processing Charge）
論⽂をオープンアクセスにするために出版社へ⽀払う費⽤l APC（論⽂掲載料）も価格上昇、⽀払額も年々増加

l ①＋②により、⼤学から出版社への⽀出総額が増⼤
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15アカデミアにおける危機感



16ジャーナル問題検討部会

我が国の学術情報流通における課題への対応について
（審議まとめ）

令和３年２⽉１２⽇

科学技術・学術審議会 情報委員会 ジャーナル問題検討部会

https://www.mext.go.jp/content/20210212-mxt_jyohoka01-000012731_1.pdf

【⼤学等研究機関（執⾏部）】
• 関連データを収集した上で、各⾃の研究戦略に基づき、最適

な契約形態を定め、契約内容・経費配分を組み換えること。
• 各⾃の最適な契約形態等を定めた上で、同程度の規模や

契約状況等の⼤学等研究機関を契約主体としてグループ化
し、交渉主体を明確にする取組の検討を開始すること。

• 各機関が契約しているジャーナル等の情報を共有し、⾜りない
部分を補いあえるような有機的なネットワークを構築することに
ついて検討すること。

【⼤学等研究機関（図書館等の学術情報流通部⾨）】
• 関連データを収集、分析し、その結果を執⾏部と共有すること。
• APC⽀出額等、図書館だけでは収集が困難なデータについて

も、関係各部署と連携し、収集すること。
• ⾃機関の執⾏部のみならず、所属する研究者等へも現在の

⾃機関の状況等に係る情報提供、説明を積極的かつ丁寧に
⾏うこと。

https://www.mext.go.jp/content/20210212-mxt_jyohoka01-000012731_1.pdf


17転換契約 (2022.2.8)
⼤⼿商業出版社との転換契約は国内初

画期的な試みとして注⽬

世界に放て ⽇本発の研究成果
ワイリー社との契約転換 4⼤学が覚書締結 〔2022.2.18〕

東北⼤・東⼯⼤など、論⽂のオープンアクセス出版
に関する覚書に署名 〔2022.2.8〕

⽶学術誌と転換契約
東北⼤など、論⽂引⽤増期待 〔2022.2.23〕

⽇刊⼯業新聞 論⽂引⽤の増加期待、東北⼤などが⽶学術誌と
始める新ビジネスモデル  〔2022.3.5〕

電⼦版
論⽂オープン化で世界に発信
東北⼤など⼤⼿出版と合意 〔2022.3.9〕



18運⽤︓Wiley社との転換契約＠東北⼤
ジャーナル問題の打開策の⼀つとしての
「転換契約」
・ 購読からオープンアクセス(OA)出版への転換
・ OA出版の拡⼤、購読料の抑制を⽬指す

購読料

⼤学が⽀払
APC

著者が⽀払

購読料
相当分

APC
相当分

⼤学が⼀括⽀払

購読料
相当分

APC
相当分

購読料
相当分

APC
相当分

︻
転
換
契
約
︼

︻
従
来
)
契
約
︼

→ →

別々に⽀出

初年 ２年⽬ ３年⽬

【4⼤学とWiley社との転換契約パイロットプロジェクト】
► 契約期間︓2022年4⽉1⽇〜2024年12⽉31⽇（2年9か⽉）
► 契約条件︓購読額＋追加料⾦（2年⽬以降は⼀定の価格上昇あり）
► 閲覧条件︓Wiley社パッケージの全タイトル(約1,430誌)を全て閲覧可
► 出版条件︓ハイブリッド誌(約1,390誌)で、所定の論⽂数まではOA出版可

(論⽂数の枠を超過した分は割引APCでOA出版可)

【期待される効果】
► 学内研究者のAPC⽀払額を軽減するとともに、ジャーナル購読料を抑制
► 論⽂OA化促進により、研究発信⼒の強化、被引⽤数拡⼤を期待
► 研究者の⽴替払いから図書館への⼀括振替移⾏による、⽀払⼿続きの簡素化
► 今後の他出版社との転換契約拡充に対応

【東北⼤学における運⽤】
► ハイブリッド誌にOA出版する場合、著者がAPCの半額を負担
► 著者から徴収した⾦額を、「追加料⾦」の⽀払いと、購読料への補填に充当



19運⽤︓ Wiley社との転換契約における東北⼤学内のフロー

部局事務

論⽂アクセプト OA出版申請 本学構成員であることを
確認・承認⼿続き

Wiley社システム
AS

(Author Services)

OA出版分担⾦額を算出し、
部局事務へ振替依頼OA出版分担⾦を

図書館へ振替
当該研究者へ
振替額を連絡

著者
（研究者）

原則として東北⼤メール
アドレスを使⽤
（本学構成員であること

を認証するため）
※その他のメールアドレスをご

使⽤の場合は、図書館へ
事前にお知らせください。

図書館

► 規程 「東北⼤学オープンアクセス推進に係る論⽂掲載料⽀援制度実施要領」 を整備
► 将来的に持続可能な体制となるよう、パイロットプロジェクト期間中に検証し、評価・判断

契約年終了時に
購読費と調整

出版枠超過後は
Wiley社へ
APC(5％割引)
を追加⽀払

→

Wiley社システム
WOAA

(Wiley Open Access 
Account)



20FAQ 1︓なぜ4⼤学か︖ → ⼤学群としての挑戦
⼤学群としてすすめるメリット
• ⼀定の規模感をもったOA枠の確保（スケールメリットあり）
• そもそも個別の⼤学単独では転換契約の交渉規模に⾄らない（論⽂数等）
⼤学群として検討をすすめる上での争点と課題
• ⼤学群として、誰が、どのように、マネジメントするか︖
• OA枠をどのようなルールのもと、分配するか︖

⾃然科学研究機構 ⼩泉周特任教授・統括URA 作成スライドに⾚字部分を追記

東北⼤学
（総合⼤学）

東京⼯業⼤学
（国⽴理⼯系）

東京理科⼤学
（私⽴理⼯系）

⼤学群
マネジメント

総合研究⼤学院⼤学
（研究機関の集合体）



21FAQ 2︓学内の合意形成は︖→ 学内での情報共有・議論
◆ 図書館ウェブサイトにジャーナル問題に関する解説を掲載

（これまで開催したセミナーの資料・動画等も掲載）
◆ 学内研究者・職員を対象としたセミナーの開催

□ 学術雑誌の動向に関するセミナー2019
⼤隅典⼦附属図書館⻑が学内6か所で講演（2019.4〜9）

□ ジャーナル問題に関するセミナー シリーズ
第1回（2021.3.4）
演題︓ジャーナル問題をどのように判断するか︖
講師︓NII 船守美穂准教授
第2回（2021.5.27）
演題︓研究のマス化とデジタル時代における研究評価
講師︓NII 船守美穂准教授
第3回（2021.10.18）
演題︓トークセッション「東北⼤学のジャーナル問題を考える」
講師︓東北⼤学 河村純⼀教授，⽶澤彰純教授，

早川美徳教授，⼤⾕栄治名誉教授
第4回（2022.5.18）
演題︓Wiley転換契約パイロットプロジェクト説明会
講師︓東北⼤学 ⼤隅典⼦附属図書館⻑ ほかhttp://www.library.tohoku.ac.jp/research/journalissues.html

http://www.library.tohoku.ac.jp/research/journalissues.html


22FAQ 3︓なぜ著者の負担を半額に︖
• ⼤学として持続可能なモデルを⽬指した（財源の⾯で）
• 「三⽅よし」の説明

ü 著者︓通常のAPC額よりも⼤幅に負担減
ü 部局︓購読額へ振り替えられれば、部局も負担減
ü ⼤学︓OA論⽂増により、学内研究成果の可視化

※ 半額でも⽀払えない研究者はOAを選択しないデメリットも

参考︓カリフォルニア⼤学のElsevier社との転換契約（2021.4〜2025.3）
multi-payer model ⼤学がAPCの$1,000を負担＋著者が残額を負担

（研究助成を得ていない研究者の分は⼤学が全額負担）
船守美穂. mihoチャネル（2021-03-25）より https://rcos.nii.ac.jp/miho/2021/03/20210325/

https://rcos.nii.ac.jp/miho/2021/03/20210325/


23「転換契約」 第⼆弾 Springer Nature社 (2022.11.21)

共同交渉により国内10⼤学が契約
東北⼤など国内10⼤学、シュプリンガーネイチャーとオープン
アクセス論⽂出版の促進に関する覚書に署名 〔2022.11.21〕

論⽂の無料公開促進で合意
10⼤学、国際的な学術出版社と   〔2022.11.21〕

https://www.nikkei.com/article/DGXZRSP644392_R21C22A1000000/

https://nordot.app/967361072833511424 47NEWS Yahoo!ニュース
河北新報 東京新聞 神奈川新聞 神⼾新聞福井新聞 ⼭陽新聞⼤阪⽇⽇新聞

論⽂のオープンアクセス出版拡⼤ 研究成果の周知加速
10⼤学がシュプリンガー・ネイチャーと転換契約で合意

〔2022.11.25〕
https://sci-news.co.jp/topics/6916/

北海道新聞

研究論⽂誌の転換契約 東⼤など10⼤学
オープンアクセス推進  〔2022.11.24〕

⽇刊⼯業新聞 東⼤・早⼤・東北⼤・東⼯⼤…10⼤学が研究論⽂誌の転換
契約で試験プロジェクトを始める狙い  〔2022.12.13〕

https://newswitch.jp/p/34962

膨らむ学術論⽂の負担
〔とれんど 論説委員 ⼭⽥哲朗〕   〔2023.1.7〕

https://www.nikkei.com/article/DGXZRSP644392_R21C22A1000000/
https://nordot.app/967361072833511424
https://www.47news.jp/8599307.html
https://news.yahoo.co.jp/articles/f1071afab7f1fb1f7982f35683cf485f3f53c670
https://kahoku.news/articles/knp2022112101000862.html
https://www.tokyo-np.co.jp/article/215282
https://www.kanaloco.jp/news/culture/bunka/article-951585.html
https://www.kobe-np.co.jp/news/zenkoku/compact/202211/0015828128.shtml
https://www.fukuishimbun.co.jp/articles/-/1673302
https://www.sanyonews.jp/article/1332923
https://www.nnn.co.jp/dainichi/knews/221121/20221121095.html
https://sci-news.co.jp/topics/6916/
https://www.hokkaido-np.co.jp/article/763706/
https://newswitch.jp/p/34962


•Wiley社との転換契約数の増加
４⼤学（2022〜）→18⼤学（2023〜）
•Springer Nature社とも転換契約開始
10⼤学（2023〜）
→学内からは、他社とも早期に転換契約を結ぶよう要望も

今後の課題
転換契約パイロットプロジェクトの検証︓よりよいモデルへ

24転換契約その後の展開
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26参考︓⽣命科学系ジャーナルのAPC
•⽣命科学系等ではIFがジャーナルの「格付け」として扱われることがある

作成︓東北⼤学附属図書館
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27参考︓外部資⾦とAPC⽀払い



28参考︓⽇本の研究者の研究費

出典︓内閣府 科学技術・イノベーション推進事務局 エビデンスグループ「「e-CSTIを活⽤した資⾦配分と論⽂アウトプットの関係性の分析について」
（2023年3⽉）https://e-csti.go.jp/wp-content/uploads/2023/03/e-csti-2-kenkyu-funding-report_202303.pdf



29各国のOA論⽂の割合⽐較

Source: Clarivate Analytics WoS収録論文(全出版社)を対象, Wiley調べ
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グローバル平均: 35.3% (2020)

⽇本はグローバル平均以上のOA論⽂の割合を維持しているが、
政府や研究助成機関の⽅針を背景に欧州各国のOA化率の伸びが顕著

↑11%↑21% ↑17% ↑15% ↑10% ↑17% ↑17%



30各国のOA化率



31分野別OA論⽂数の伸び率⽐較︓世界に遅れを取る

Source: Clarivate Analytics WoS収録論文(全出版社)を対象, Wiley調べ

Wiley Green External 2021-10.potx
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分野別OA論文数の伸び率比較 – Global vs. Japan
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32⽇本は論⽂引⽤が少ない︕（Times Higher Education Rankings 2023）

⽇本の⼤学のランキング 他国の上位⼤学の例



33⽇本の研究⼒低下の背景の１つとしてのOA問題︖

川辺浩志＠群⾺⼤学︓⽇本の科学研究を反転攻勢に向かわせる３つのポイント︔好調なドイツから学ぶ⽇本の⼤学院に
⾜りないもの. Web論座（2022年09⽉01⽇）https://webronza.asahi.com/science/articles/2022082900001.html

https://webronza.asahi.com/science/articles/2022082900001.html


34⽶国の即時OAポリシー （2022.8.25）

•⽶国の公的資⾦による研究成果(論⽂＋根拠データ)を即座OAに
•⽶国⼤統領府科学技術政策局（OSTP）が⽅針を発表
遅くとも2025年末までに施⾏
•⽶国の研究助成機関は、1億ドル以上の研究助成は180⽇以内に、
1億ドル未満は360⽇以内に「即時OA」の実施計画の提出義務
•論⽂︓出版後、即座にリポジトリで⼀般公開（エンバーゴ・時間差なし）
論⽂の根拠データ︓論⽂出版と同時に公開

※ これまで︓OSTPが2013年2⽉に公的助成研究成果OA指令を公表
→ 対象となる22の連邦機関すべてが研究成果物のパブリックアクセス⽅針を策定
→ しかし、多くの場合、12か⽉のエンバーゴ期間があり、即座OAではなかった



検討経緯（抜粋）
• 令和4年11⽉10⽇︓論⽂のオープンアクセスについて
• 令和4年11⽉17⽇︓論⽂のオープンアクセスについて

（有識者ヒアリング︓京都⼤学 引原隆⼠理事・副学⻑（情報基盤、図書館担当）)

• 令和4年11⽉24⽇︓論⽂のオープンアクセスについて
（有識者ヒアリング︓東北⼤学 ⼤隅典⼦副学⻑・附属図書館⻑）

• 令和4年12⽉1⽇︓論⽂のオープンアクセス（プレプリントサーバ）
• 令和4年12⽉8⽇︓研究⼒を多⾓的に分析・評価する新たな指標の開発について
• 令和5年3⽉2⽇︓論⽂のオープンアクセスについて（国⽴⼤学協会からのヒアリング）
• 令和5年5⽉25⽇︓論⽂等のオープンアクセスについて（論点とりまとめ）次⾴から紹介

35総合科学技術・イノベーション会議有識者議員懇談会

出典︓https://www8.cao.go.jp/cstp/whatsnew_cstp.html



36総合科学技術・イノベーション会議（CSTI）における検討

https://www8.cao.go.jp/cstp/gaiyo/yusikisha/20230525/siryo1.pdf



37総合科学技術・イノベーション会議（CSTI）における検討

学術出版社による⽀配

購読料・APCの⾼騰

研究プロセスが商業
出版社により管理



38総合科学技術・イノベーション会議（CSTI）における検討



39総合科学技術・イノベーション会議（CSTI）における検討

国レベルの⽅針策定

グリーンOAの基盤
当⾯のゴールドOA⽀援



40総合科学技術・イノベーション会議（CSTI）における検討

ゴールドOA
＆

グリーンOA

Green and Gold are 
complementary 
ways to achieve 
open access

右の図の出典︓https://openaccess.mpg.de/286390/Activities



41総合科学技術・イノベーション会議（CSTI）における検討

価格交渉⼒の強化

セーフティネット

FAによるAPC⽀援

プレプリントの活⽤

グリーンOAの基盤



42総合科学技術・イノベーション会議（CSTI）における検討



43G7仙台科学技術⼤⾂会合におけるコミュニケ

※総合科学技術・イノベーション会議有識者議員懇談会（令和5年5⽉25⽇）資料1より抜粋



44G7広島サミットにおける⾸脳コミュニケ

※総合科学技術・イノベーション会議有識者議員懇談会（令和5年5⽉25⽇）資料1より抜粋



45CSTIにおける今後の予定

我が国の
知のインフラを
どう守るか︖



46関連報道

研究論⽂即時公開 2025年度新規応募分から
CSTI 有識者会合   〔2023.6.2〕

[社説]研究のオープン化と保護両⽴を
〔2023.5.11〕

学術雑誌を巡る問題・論⽂の公開について
新聞各社も相次いで報道

[社説] 論⽂公開費⽤の⾼騰 「知」の共有、
妨げかねない  〔2023.6.22〕

論⽂違法⼊⼿720万件
昨年 海賊版サイト利⽤ 5年間で5.6倍 〔2023.6.6〕

公的資⾦研究 論⽂の無料公開義務化
ネット上 成果の還元狙う 〔2023.5.10〕



47参考⽂献として
•⼤隅典⼦. オープンサイエンス時代の論⽂出版（連載）. 週刊医学新聞. 2023.5.8〜
•⼩陳左和⼦. 電⼦ジャーナル問題の切り札の⼀つとしての「転換契約」. UniBio Pressセミナー.
2023-03-17.
•⼤隅典⼦. #転換契約 は #電⼦ジャーナル問題 を解決できるか︖. SPARC Japanセミナー2022.
2023-02-17. [映像] [資料]
•⼩陳左和⼦. 東北⼤学と東京⼯業⼤学の担当者が語るWiley社との転換契約. Wiley転換契約アップ
デートウェビナー. 2023-02-16.
•⼤隅典⼦. 「電⼦ジャーナル問題」対応のための「転換契約」と「若⼿APC⽀援」. 総合科学技術・
イノベーション会議(CSTI)有識者議員懇談会. 2022-11-24.
•⼤隅典⼦. 電⼦ジャーナル問題の切り札の⼀つとしての「転換契約」. 第55回⼤学等におけるオンラ
イン教育とデジタル変⾰に関するサイバーシンポジウム. 2022-09-09. [映像] [資料]
•⼩陳左和⼦. 電⼦ジャーナル問題の切り札の⼀つとしての「転換契約」. 第24回⼤学図書館と国⽴情
報学研究所との連携・協⼒推進会議. 2022-06-29.
•⼩陳左和⼦. 国内4⼤学とWiley社との電⼦ジャーナル転換契約の締結. カレントアウェアネス-E.
2022-06-23, (437), E2505.
•⼤隅典⼦. Wiley社との「転換契約」締結 : 学術情報のコストは誰が払うのか︖. 科学. 2022-06-01,
92(6), p.507-510.
•⼤隅典⼦ . ４⼤学図書館による「#転換契約」︓そのとき、歴史は動いた . 仙台通信  note
(Sendaitribune). 2022-02-08.

https://www.igaku-shoin.co.jp/paper/archive/y2023/3516_04
https://www.unibiopress.org/event/seminar/individual.html?entry_id=45
https://www.nii.ac.jp/sparc/event/2022/20230217.html
https://www.youtube.com/watch?v=LVmWkr7Uuz0
https://www.library.tohoku.ac.jp/research/%E2%80%9Chttps:/www.nii.ac.jp/sparc/event/2022/pdf/20230217_3.pdf%E2%80%9D
https://apac.wiley.com/webinar/jp-transitionalagreement-update-webinar
https://apac.wiley.com/webinar/jp-transitionalagreement-update-webinar
https://www8.cao.go.jp/cstp/gaiyo/yusikisha/20221124.html
https://www8.cao.go.jp/cstp/gaiyo/yusikisha/20221124.html
https://youtu.be/AIJKgNe4OW4
https://www.nii.ac.jp/event/upload/20220909-08_Osumi.pdf
https://doi.org/10.20736/0002000534
https://current.ndl.go.jp/e2505
http://hdl.handle.net/10097/00135322
https://note.com/sendaitribune/n/n063413146b07
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49東北⼤学はBCPレベル 0 となり通常開館
2023/4/1より

図書館もエリアによって「発話可」・
「グループ学習可」・「イベント可」などの変更



50⼊館者数の回復状況︓東北⼤学附属図書館本館の場合

回復傾向ではある



51学年により来館数回復状況に差がある︖
学年別⼊館者実数

⼀年⽣はすでに
感染症禍以前の
レベルに到達



52感染症禍以前より貸出冊数が増加︖
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学部別⼀年⽣の貸出数推移

2019 2022 2023

2019年の
205%

2019年の
208%

2019年の
411%

2019年の
363%

⼀年⽣の貸出数が
感染症以前に⽐して
顕著な伸び

東北⼤学附属図書館情報サービス課閲覧係作成
本館における各年「4⽉」の統計から分析（多読テキストはカウントしない）

⼀年⽣の他の傾向として
・2019年に⽐して書庫の本の貸出が増加

→ブラウジングではなくOPAC利⽤が主流か

冊



53グループ学習も再開



•すべての書籍を保管→ディジタルへの移⾏︖
• 和書の電⼦化を進めるには︖

•建て替えられるなら「免震構造」に︕︕︕
• 建築コスト
• 遺跡出没…

• フィジカルとヴァーチャルの「いいとこどり」は︖
• 残したいコモンズ機能
• アバターロボットの活⽤も︖

54「災害レジリエントな未来の図書館」の在り⽅は︖
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56オープンサイエンス時代における⼤学図書館の在り⽅検討部会

↑11%↑21% ↑17% ↑15% ↑10% ↑17% ↑17%

「科学技術・学術審議会 情報委員会 オープンサイエンス時代における⼤学図書館の在り⽅検討部会
オープンサイエンス時代における⼤学図書館の在り⽅について（審議のまとめ）」より抜粋



57オープンサイエンス時代における⼤学図書館の在り⽅について

↑11%↑21% ↑17% ↑15% ↑10% ↑17% ↑17%

「科学技術・学術審議会 情報委員会 オープンサイエンス時代における⼤学図書館の在り⽅検討部会
オープンサイエンス時代における⼤学図書館の在り⽅について（審議のまとめ）」より抜粋

「審議まとめ」のキーワード

Ø デジタル・ライブラリー
国⽴国会図書館の蔵書のデジタル化を中核に、各⼤学図書館等がこれとは
重複しない形でのデジタル化を進め、それらへのアクセス環境を最適化する
ことで全国規模のデジタル・アーカイブ基盤を構築する。

Ø ⼈材
「デジタル・ライブラリー」を実現する上で⼤学図書館職員に求められる
知識やスキルについて整理・検討する。それに応じ、⼤学図書館職員の専⾨
資格として新たな認定制度の構築や、既存の履修プログラムの活⽤等を進め、
専⾨職としての能⼒開発の促進、新たなキャリアパスの形成など、構造的な
課題を解消する組織体制や制度を構築する



58オープンサイエンス時代における⼤学図書館の在り⽅について

↑11%↑21% ↑17% ↑15% ↑10% ↑17% ↑17%

Ø 研究データ
研究データの管理にも携わることになるため、⼤学における学問の在り⽅や
研究のライフサイクルを理解することが不可⽋。

Ø 「⼀⼤学⼀図書館」にとらわれない
複数の⼤学図書館が連携・検証するモデルケースとなる取組を定め、その
成果を共有する仕組みを構築することが重要

「科学技術・学術審議会 情報委員会 オープンサイエンス時代における⼤学図書館の在り⽅検討部会
オープンサイエンス時代における⼤学図書館の在り⽅について（審議のまとめ）」より抜粋



59統合イノベーション戦略2023

↑11%↑21% ↑17% ↑15% ↑10% ↑17% ↑17%

https://www8.cao.go.jp/cstp/tougosenryaku/2023.html



60統合イノベーション戦略2023

↑11%↑21% ↑17% ↑15% ↑10% ↑17% ↑17%



61統合イノベーション戦略2023

↑11%↑21% ↑17% ↑15% ↑10% ↑17% ↑17%

--（抜粋）---
（学術論⽂等のオープンアクセス化の推進）
公的資⾦によって⽣み出された論⽂や研究データ等の研究成果は国⺠に広く還元されるべきものであるが、
その流通はグローバルな学術出版社等（学術プラットフォーマー）の市場⽀配の下に置かれ、購読料や論⽂
のオープンアクセス掲載公開料（ＡＰＣ: Article Processing Charge）の⾼騰が進んでいる。この⾼騰は学術雑誌
の購読や論⽂の出版という学術研究の根幹に係る⼤学、研究者等の費⽤負担を増⼤させ、研究コミュニティ
の⾃律性を損なうなどの悪影響をもたらす可能性がある。我が国の競争⼒を⾼めるために、研究者が⾃らの
研究成果を⾃由にかつ広く公開・共有することができ、国⺠が広くその知的資産にアクセスできる環境の構
築が必要である。このため、公的資⾦による論⽂、研究データ等の研究成果を新たな科学技術・イノベー
ションの創出や社会課題の解決につなげるべく、プレプリントなどの新たな形態を含めた多様な知へのアク
セスを担保する取組を推進する。
また、本年５⽉に⽇本で開催されたG７広島サミット及びＧ７仙台科学技術⼤⾂会合を踏まえ、我が国の競
争的研究費制度における2025年度新規公募分からの学術論⽂等の即時オープンアクセスの実現に向けた国の
⽅針を策定する。具体的には、学術プラットフォーマーに対する交渉⼒を強化するため、国としての⽅針に
基づく⼤学等を主体とする交渉体制の構築を⽀援する。さらに、論⽂、研究データ、プレプリント等の研究
成果を管理・利活⽤するための研究ＤＸプラットフォームの充実や、研究者や研究コミュニティの研究成果
発信⼒の強化を⾏う。これらの取組を通して、開かれた研究成果へのアクセスを実現するため、G７等の我が
国と価値観を共有する国・地域・国際機関等との連携等を進める。また、研究評価における定量的指標への
過度な依存を⾒直し、オープンサイエンス推進のための現状と課題を把握・分析しつつ、新たな評価及びイ
ンセンティブ付与のためのシステムの確⽴と移⾏を⽬指す。



62Berlin16の共同声明

↑11%↑21% ↑17% ↑15% ↑10% ↑17% ↑17%

https://openaccess.mpg.de/b16-eng

◆第16回ベルリン・オープンアクセス会議
開催︓2023年6⽉6⽇〜7⽇
開催地︓ベルリン
参加国︓38カ国
参加者︓教育・研究担当省庁、資⾦提供者、
図書館、国レベルの図書館コンソーシアム、
科学者等



63Berlin16の共同声明

↑11%↑21% ↑17% ↑15% ↑10% ↑17% ↑17%

◆いっそう迅速なオープンアクセス推進を⽀持

◆公平なアクセスが保障されるべき・価格設定は
公平で透明性があり⼿頃で持続可能であるべき

◆品質を保つための査読等は出版サービスから
明確に切り離されるべき

◆著者が著作権を保持することを強く⽀持



64PubMed搭載ジャーナル掲載論⽂のOA化
• NIHグラントによる研究の即座OA

• ジャーナル版 and/or PubMed版での公開
• OA論⽂の場合、同じPDFにさらにリンク

• ただしURLは異なる

• 各種ジャーナルはPubMed搭載してほしい
• 検索に引っかかることが被引⽤数増加にとって重要
• どのようにコンテンツが出版社からPubMedに流れて

いるのか︖



65UCL Press

↑11%↑21% ↑17% ↑15% ↑10% ↑17% ↑17%

https://www.uclpress.co.uk/

UCL Press is a new university press publishing out of 
UCL (the University College London) that 
relaunched in 2015 as the first fully open access 
university press in the UK. UCL Press publishes 
journals as well as scholarly monographs and 
textbooks in all subject areas. Read more about 
UCL Press at https://www.uclpress.co.uk

商業出版への対抗⼿段を持つ



66宮城⼤学のオウンドOAジャーナル

↑11%↑21% ↑17% ↑15% ↑10% ↑17% ↑17%

⼤隅典⼦note記事参照︓
https://note.com/sendaitribune/n/n915f84843523?magazine_key=m636f1ae8fba2

グリーンOA推進︓機関リポジトリをどのように発展させるのか



67オープンサイエンス時代の⼤学図書館に求められる役割

先⾏研究調査

資⾦確保

実験・解析

新たな研究成果

論⽂執筆

投稿

出版

アウトリーチ

評価・分析

これまで これから
研究ワークフロー

◆ 研究成果の収集・保存・
発信

• 資料の購⼊・保存・提供
• 電 ⼦ リ ソ ー ス の 契 約 ・

アクセス環境整備
• 所蔵資料のデジタル化
• 学内研究成果の収集・

保存・発信

◆ 研究プロセスへの関与

• 研究データの管理・保存・
発信

• アカデミックリテラシー・アカ
デミックマナーに関する⽀援

• 研究インフラの環境整備
への⼀層の関与

etc.



•論⽂受理︕
•OA選択、APC⽀払い等…
•Galley Proof確認（48時間以内︕）
•論⽂掲載（インターネットで公開、URL/DOI決定）︕︕︕
•（研究組織からのプレスリリース公開）
•⾃ら拡散︕︕︕（SNSの活⽤︕）
•研究コミュニティによるさらなる拡散︕︕︕
•引⽤数増加に繋がる

68研究者にとって今や「論⽂出版」がゴールではない︕



69SNS活⽤による引⽤数増加
Luc et al., Ann Thorac Surg 2021;111:296-301

112報の論⽂について1:1にランダマイズして⽚⽅はエディター（53kフォロワー）がツイートして⽐較

引⽤数4.4倍 Altmetric Score9.1倍

呪縛を解くこと︕
●「⾃⼰引⽤」は悪くない
●SNSは怖くない︕



•すべての書籍を保管→ディジタルへの移⾏︖
•和書の電⼦化を進めるには︖＞出版業界
• オウンドメディアの活⽤＞出版業界︖

•建て替えられるなら「免震構造」に︕︕︕
•建築・設備構築における⼯夫、コスト＞建築関連業界
•遺跡出没…＞埋蔵⽂化財保護⾏政関係

•フィジカルとヴァーチャルの「いいとこどり」は︖
•残したいコモンズ機能＞教育学・⼼理学関係
• ロボットの活⽤も︖＞エンジニア等

70これからはさらに多様な⽅々との協働が必要︕


